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途中の計算，説明などをきちんと書いてください．答案用紙は 1枚両面です．それ
に収まるように書いてください．

[1] f を測度空間 (X,B, µ) 上の可測関数で，[0,∞)∪ {∞} に値を持つものとし，さ
らに可積分であるとする．

(1) 実数 c に対し Xc = {x ∈ X | f(x) > c} とおく． lim
c→∞

∫
Xc

f dµ = 0 を示せ．

(2) 任意の ε > 0 に対し，δ > 0 が存在して，E ∈ B, µ(E) < δ ならば
∫
E

f dµ < ε

となることを示せ．

[2] R 上で Lebesgue 測度を考える．次の条件すべてを満たす Lebesgue 可測関数列
{fk}k の例を挙げよ．条件を満たしていることをきちんと説明すること．
(1) すべての k について 0 ≤ fk(x) < ∞.

(2) どの x ∈ R についても lim
k→∞

fk(x) は存在しない．

(3) lim inf
k→∞

∫
R
fk dx >

∫
R
(lim inf

k→∞
fk(x)) dx.

[3] R 上で Lebesgue 測度を考える．次の条件すべてを満たす Lebesgue 可測関数列
{fk}k の例を挙げよ．条件を満たしていることをきちんと説明すること．
(1) すべての k について 0 ≤ fk(x) < ∞.

(2) lim
k→∞

fk(x) = 0.

(3) lim
k→∞

∫
R
fk dx = 0.

(4) g(x) = supk fk(x) とおくと
∫
R
g dµ = ∞.

[4] fk(x), f(x), (k = 1, 2, . . . ), は，測度空間 (X,B, µ)上の可測関数で，X 上 0 ≤
fk(x) ≤ f(x) ≤ ∞を満たすものとする．このとき，すべてのx ∈ Xに対し，lim

k→∞
fk(x) =

f(x)であれば

lim
k→∞

∫
X

fk dµ =

∫
X

f dµ

であることを示せ．


